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序論

高速CT装置の開発によりClinicalの現場において血

流と臓器との関係や血管の変化の診断も可能になっ

た。 それに伴い、 CT-3D Angio、サーフェース3Dや、

MPR(マルチ プラン リフォメーション)等を行うチ

ャンスも増加した。 しかし、 CT-3D、 MPR等を作成し

た放射線技師や放射線科医がこの'情報をFilmとレポ

ートだけで100%多くの医師に伝達する事は困難であ

る。 そこで、まったく新しい画像表示メディアとして考え

たのがVirtual Volume Display <以下V. V. D. と記

す> (Fig 4) である 。 V. V. D. は、縦273mm横

343mmの大きさのl シート中に最大61画像の情報を入

れる事が可能であるしかも3D Imageはステレオ3D

表示させる事が可能で、奥行き表現能力が200mmも持

っている。 ( Fig 5) V. V. D . を使用する事により、

正確で簡単に多くのメデイカルスタッフに対して情報を

伝達する事が可能となった。

原理

現在開発中のV. V. D. は、 1929年にアメリカのH

E. Ivesが提案した立体写真造影法に基づいてい

ます (Fig 1 ) 。 左へまわれば左側の面が、右へまわれ

ば右側の面がしだいに見えてくるような立体感が得ら
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Fig 1 

れるもので、記録表示媒体にはシリンドリカル・凸レン

ズ・アレイの焦点面に感光体を配したものを用います

(Fig 2) 。

被写体を異なるN方向から撮影して得られた画像

を、各各撮影の時と同じ方向から前記記録表示媒体

に引伸ばし機 (Enlarger) で焼付けます。 各引伸ばし

機 (Enlarger) から出た光はレンズアイの各レンズには

ほぼ扇状の光線として入射するので、焦点面では細い

線状に集光し感光体には沢山のストライプ状の画像と

して記録されます。 しかも異なる方向からの光線は異

なる位置に焦光するので、 Fig 3の引伸ばし機A

(Enlarger A) からの画像は感光体にはaaa . ・ の位

置に、引伸ばし機B(Enlarger B) からの画像Bは

bbb ・・の位置に沢山のストライブ状の画像として独立

に記録され、同様にN枚の画像が重ならずに記録され

ます。

このようにして記録された記録表示媒体を現像し、

ノ〈ックライトで照明すると、光線は記録時の逆をたどる

ので、もし観察者の片方の目が引伸ばし機A

(Enlarger A) のあった位置に在るとその目には画像

Aのみが見え、他方の目が引伸ばし機B(Enlarger B) 

のあった位置に在るとその目には画像bのみが見える

ことになり、実物の被写体を見たときと同様に両目に
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は若干異なる画像が見えてくるので立体感があります。

同様にN方向で異なる画像を見ることができるわけ

で、観察者が左右に視点を移動すれば、あたかも実際

の被写体を前にしたように観察できます。

V. V. D. の作成方法

1. GE社製ワークステーション Advantage Windows 

で目的のImageを作成する。

2. レンチキュラ (Lens array) を使いRecordingする。

(Fig 6) 

3. RecordingされたFilmとレンチキユラ (Lens array) 

を組み合わせて使用するとV. V. D. となる。

(Fig 7) 

V. V. D. のApplication

V. V. D. は大きく分けて (1 )Virtual Stereo 3Dと

(2) Virtual Pagingに分かれる。

(1) Virtual Stereo 3D 

1 シートの中に、連続的に0.5度ステップに観察角度

の異なった3D Imageが最大61-Image入っている 。

(Fig 9) ホログラフィーのような立体感があります。
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(2)Viバual Paging 

l シートの中に連続的にポジ、ション又は観察角度の

異なるImageが最大 61 Image 入っています。 モニター

を使用しないでシネ表示 or ページング表示を見る事

が出来ます 。 Virtual Pagingには Virtual Axial 

Paging Virtual MRR Paging, Virtual Navi Pagingが
あります。

V. V. D. のスペック

V. V. D. のスペック

*レンズ版 :厚さ約2mmのレンチキュラ

(V. V_ D. Viewerを使用しない場合)

*レンズピッチ :0.7mm

*1枚のシートに入る最大Image数 :61Image

* シートサイズ:幅245mm 縦196mm

*観察方法 :パックライトを使用 LVirtual Stereo 

3mま左右にFilmを動かして観察する。 Virtual

Pagingは上下にFilmを動かして観察する。

Virtual Stereo 3Dに関して

*観察可能範囲:左右15度で合計30度

Fig 6 

Lens Array 

Virtual Volume Display 

Fig 7 
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*3D Imageの奥行き:レンズ版の前後にそれぞれ

100mm (合計200mm)

V_ V_ D のメリット

1) Resolution 

モニターに表示されたImageとほぼ同等と，思われる。

Virtual Stereo 3Dにおいては、奥行表現能力がモニ

ターよりも優れている。

2) Handy Carry 

サイズはFilm Sizeで、あり、誰でも手軽に持ち運びが

出来る。

3) No need monitor 

モニター装置を必要としない。 適当なパックライトがあ

ればPaging Display or Cine Displayが可能で、ある。

4) 情報伝達能力

他科の医師に対してや、カンファレンス時において3D­

Image等の'情報を正確に簡単に多くの人に伝える事

が出来る。 例えば放射線科医が外科医に説明する時

など、 Filmとレポートだけでは十分な情報を伝える事
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が困難である場合が考えられる。 そんな時、 V_ V_ 

D_ は役に立つであろう。

5) 安定性

通常持ち運ぶ途中に落下しても、ガラスのように割れ

る心配はない。 Filmとレンチキュラで基本構成されて

いるので、毒性は無い。

6) 保存

通常のX-ray Filmと同等の保存で問題無い。

<Conclusion) 

V_ V_ D_ は誰でも簡単に3D-Stereo表示を見る事

が出来たり、 Paging Displayをシート上で、可能にした

新しい画像表示メディアである。 しかもそれは、誰で

も手軽に持ち運ぶ事が可能で、例えば手術室でも大

学講義室でも簡単に持ち運ぶ事ができる。 特にVirtual

Stereo 3Dの情報伝達能力は誰でも簡単に Stereo

Imageとして見る事が出来る点や奥行表現能力を考

えるとずば抜けて優れていると思われる。 V. V. D. 

のApplicationとしては、 MRI、 US、 DSAにも応用す

る事は可能で、画像診断装置からの情報を伝達する

メディアとしてまだまだ多様な可能性を秘めている。 今

後の問題として気になる事は実用された時のコストが

どこまで安くできるかである。
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